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↑ごみダイエットキャラバンの様子 

9 月３０日（日）～１０月２７日（土）において，コミュニティ

センターなどを会場に，ごみに関する懇談会「ごみダイエットキャ

ラバン２０１２」を開催しました。 

当日は市のごみの現状やごみ・資源物の出し方についての説明と

ともに，参加者の方々との意見交換を行いました。意見交換では，「地

域のごみ集積所の管理状況」と「燃やすごみの収集回数」の２つの

テーマについて，参加者の皆さんからご意見をいただきました。 

今回は，参加者の皆さんからいただいた代表的なご質問とその回

答をご紹介いたします。 

 

 

Q 油が入っていたビンやカンは資源物として出せますか？また，汚れや錆がひどいビンやカンは資源物

として出せますか？ 

A 出来る範囲できれいに洗ってから「資源物」として出しください。ただ，錆や塗料など汚れが落ちな

いものは「燃やさないごみ」として出してください。 

 Q 白トレーは資源物として回収をしていますが，なぜ色付きトレーは回収しないのですか？また，なぜ

納豆の容器は資源物として出せないのですか？ 

A 市では，「容器包装リサイクル法」に基づき，白色の皿状トレーのみを資源回収の対象としています。

色付きトレーを回収の対象にした場合，収集コストなどの新たな経費が発生します。また，リサイクル

後の用途が限定されてしまうため，需要が低いなどの理由から回収をしておりません。色付きトレーに

ついては，既にリサイクルルートが確立されている，スーパーなどの店頭回収をご利用ください。納豆

の容器については，洗っても臭いや汚れが残ってしまい，リサイクル出来ないため，「燃やすごみ」と

して出してください。 

 

 
・ごみ集積所，資源物回収ステーションの管理について 

大部分の方がきれいに使っていただいているようでしたが，違反ごみが出されているという地域では，

「他の地域からの丌法投棄が多い」，他の地域では「カラスや猫にごみを荒らされてしまう」という声が

あがりました。 

・燃やすごみの収集回数について 

全体的には，燃やすごみを「週３回出す」という答えが最も多くありましたが，地域によっては，「週

１回以下」という答えが大半のところもありました。また，仮に燃やすごみの収集回数が週２回になっ

たとしても，７割程度の方は「特に問題はないのではないか」という意識をお持ちでした。 

質疑応答の一部をご紹介します！ 

意見交換の内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市で回収する粗大ごみの中には，まだまだきれいで，処分するにはもったいない家具があり

ます。その中で，リユースの推進・ごみの減量を図るため，粗大ごみとして市が回収しました

家具等をリユースし，希望する方に無料でお譲りする「粗大ごみのリユース事業」を８月１８

日（土）にくりーんプラザ・龍を会場に実施しました。 

当日は多くの方にご来場いただき，希望多数の場合は抽選とさせていただきましたが，タン

ス，学習机，ソファなど１３点がリユースされました。 

 

※「ごみ減らし隊」通信は、龍ケ崎市廃棄物減量等推進員（ごみ減らし隊）の地域でのごみ減量・リサイクル活動や，

市の施策をお知らせするものです。 

 

「ごみ減らし隊」の活動を記事に 

年１回，市広報紙「りゅうほー」に，ごみ減らし隊の活

動を紹介する記事を掲載します。 

 

「ごみ減らし隊研修会」を開催します 

 

 

下記の日程で「ごみ減らし隊研修会」を開催します。概要については、以下のとおりです。 

なお、参加申込方法等の詳細については、別途通知いたします。 

▼期  間：平成２2年1月4日（土）から2月28日 

▼場  所：龍ケ崎市文化会館小ホール 

▼研修内容： 

① 基調講演：「循環型社会の構築に向けて」 

講師／独立行政法人国立環境研究所 循環型社会・廃棄物研究センター 主任研究員 田崎智宏 氏 

  ② 研  修：「ごみ・資源物の分別方法、分別変更の留意点 他」／市職員 

「出前講座」をご利用ください 

市では，職員が直接出向き，ごみの減量やリサイクルの重要性などを説明する「出前講座」を実施しています。

地区・自治会・各種グループ単位でお申し込みください。講座のメニューは，①ごみ減量とリサイクル 

のすすめ，②生ごみ堆肥化のはなし，の２つです。詳しくは，環境対策課廃棄物対策グループまで。 

ダンボールコンポストで生ごみを堆肥

に変えてみませんか！ 

 家庭から出る燃やすごみの約３割を占めるのが

厨芥類（生ごみ）です。市では，この生ごみの減量

に効果的な家庭でも手軽に始められる，ダンボール

箱を使って生ごみから堆肥をつくる「ダンボールコ

ンポスト」を推進しています。 

 ぜひ初めてみたいという方に，無料でダンボール

コンポストの簡単なマ二ュアルとキットを差し上

げます。ご希望の方 

は市環境対策課窓口 

までお越しください 

（数量に限りがある 

ため，なくなり次第 

終了になります）。  ダンボールコンポストキット 

始めてみませんか？資源物の集団回収！ 

 集団回収とは，子ども会や自治会，町内会，長寿会

などの地域団体が，家庭から出る古紙やビン，アルミ

缶などの資源物を回収する「住民主体のリサイクル活

動」です。引き渡した資源物の量に応じて市から団体

に助成金を交付します。 

【助成の内容】 

●回収量に応じた助成金の交付 

１ｋｇにつき４円の助成金を交付（７月と 1月の２回） 

※助成を受けるには，年３回以上の実施が必要です。 

●対象品目 

新聞，ダンボール，雑誌，紙パック，古布，ビール瓶，

一升瓶，アルミ缶など 

 

ご興味のある方は，環境対策課までご連絡ください。 


